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めに用いた電子スピン共鳴 (E S R) の手段について説明し、本研究においてこの実験手段を用いるこ
との重要性を強調している。
第 3 章は本論文の主要部分をなすものであり、 BaTi0 3 をペロブスカイト型酸化物の代表例として
とり上げ以下のことを明らかにしている。
1 )単結晶中の Mn イオンの ESR を全結晶相(立方相、正方相、斜方相、菱面体相)において観
測し、 Mn イオンは単結晶中では二価の状態で正規の格子位置に固溶し、その置換位置は Ti 4 +の
位置の可能性が強い。
ll) 水素還元処理をうけた単結晶中の Mn2 +はESR の結果によれば、還元処理によって形成され
た酸素空孔に電子が 1 個捕えられた状態を介して、伝導電子と磁気的相互作用を持つO
皿)半導性 BaTi0 3磁器中の鉄族遷移元素イオンの挙動は、電荷移動機構によって説明できる。
町)水素還元処理によって半導体化した BaTi0 3単結晶について、その F中心の ESR と光学的吸
収ならびに電気伝導の機構を実験的に調べた結果は、ホッピング模型よりもむしろバンド模型が適
用されることを示している。
V) 半導性 BaTi0 3磁器の工業的応用として重要な抵抗の異常温度特性およびコンデンサ作用
第 4 章では、 PbTi0 3磁器の焼結に有効なMnイオンの添加の効果および新しい導電性磁器BaPb0 3
-413 -
の電気的性質について調べた結果を述べている。





するために、代表例として BaTi0 3 およびその置換物 PbTi0 3 ならびに BaPb0 3 を対象として行なっ
た実験的研究である。
著者は特に実験的手段として電子スピン共鳴法を駆使し、単結晶中の Mn2 +イオンの挙動、磁器中
の鉄族遷移元素イオンの熱処理効果、ならび、に酸素欠陥による電気的性質の変化などの機構を見事に
解明し、またこれらの基礎的研究の結果を応用して半導性 BaTi0 3磁器コンデンサおよびパリスタを
開発し、さらに新材料とセラミスタミの工業化に成功している。
これらの結果は、電気物性ならびに電気材料の進歩に貢献するところが大きく、本論文は博士論文
として価{直あるものと認;める。
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